
「経済学文献季報」についてく1)

木田橋喜代慎

はじめに

木季織のようなある領域(経済学〕の代表的な索引写誌類については，個々の

図書あるいは研究成果の兎表物とは異なり，研究あるいは調査の基本的なものであ

り，しかもこれらは継続して刊行され，またはされなければならない，重要な意味

を持つものであると考えられる。また本季織が各大学の関係者の協力によって刊行

され，その刊行費の一部が文部省の補助を受けているところも，そこに意味がある

ことと思う。

1965年発刊の当時は，この「文献季科目」の誕生は技IJfl経済学界にどれだけの光明

を投げかけたか，けだし量り知れないものがあるといわれている人

しかし，はたしてこの季報が研究者あるいは調査者がどれだけ利用し，さらに量

り知れないほどの利便を与えているかについては，多少疑問がないではなL、。もち

ろん現在も極めて多く利用されしかも将来もより多く利用されることは望ましいに

は違いないが，現在の利用状況より察して，むしろ将来に多くの希望を持つべきで

はないかと思う。

ζの情報量の増大に経済学研究者li¥.、かにしてその文献併に対処しているのか，

また凶書館員が{~良!享なインフォメーション・サービスに何を手掛りとしてそれに対

処していあのか，これら文IrR集なくしては安Ij氏なし得ないことはiリjらかであろう。

これらの利用開発については今後大いに編集者もまた利用者も，そして利用媒体者

(1ヨS館員〕も努力すべき余地を残しているが，それと同時に編集の負担の軽減を
考えるとともに，非常に難しいことではあると思うが，利用者の立場をも考慮し，

編集者が常に考えつつある改汚点gへの擁近を念じているのは，この利用を推称す

る私だけの考えではあるまL、。

わが|司における経済学関係文献集について過去を似り返ってみると第1図のとお

りである。

この経過のとおり1880(IYJ治13)年から1933(1Ii{和8年〕までは， J主ぎ版ぎであ

るが，どうやら文献集はあ弘、ているわけである。その後1934(昭和9)年から1948

(H百和23)年までの約15年間が空白となっているよとがわかる。この部分に関して

※ きだはし さよなり 北海学園大学図書館学課程講師
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は国民経済雑誌の文献月報を年12凶繰れば大変なことではあるが可能であるし‘ま

た何んらかの方法で補助金でも獲得すれば，なんとかならないでもないと足、う。

しかし，いまここで編集上極めて困難な諸事情に遭遇しつつあると聞くが，これ

らの原因により刊行を中止するということにでもなれば，今後永久に刊行の機を失

第 1表冊子目録の構成

主となるもの。著者IlIi'[排列 補助索引

(① 共著者，訳者等

①件名(注:この中にはIZJ九論文の標

題中に表わされている個人名(団体名も)

はその個人名を掲げる〕

D 分類順排列(同一分類のもと[③著者，共著者，編者，訳者等
著者順あるいは書名，論文順排 l④ 件名①に同じ

列〕

3 雑誌名順排列(大分類のもと， r③③に同じ
誌名11頂，あるいは単なる誌名11慎) l① 件名①に同じ
の日次掲載(論文の標題，頁等)

串 {牛名 ⑦著者，共著者，編者，訳者，②の注

記の何人名
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い，後世に悔を残すことになるのではないかと懸念するものである。

このことの認識と同時に編集にはなるべく手の掛らない，至難のことであるが，

利用者により適する方策を施すべきではなかろうかと思うものである。

1. 冊子目録:冊子目録(蔵書目録あるいは文献索引等)の一般的な編集形式と

してはメーインと補助索引とから成り立っていると思う。(第1表〉

以上はその編集者の意図するところのものを，やや完全な型として挙げたが，こ

れは一つに編集上の条件によるもので，本季報は， 2>の著者順排列とし，③を著者

別索引とし，さらに①の注記の個人名を③に組み込み文献番号をイタリックで表現

し索引化している。

2. 収録論文数:日本における経済学関係の論文を掲載している雑誌(逐刊)が

どの位刊行されているか，またどの位の論文が一年間に掲載されるかについては調

査に時間のかかる，あるいは至難のことであろう。

専門誌である本季報に収録されているその文献数はまず，妥当なあるいは最高限

度であると思っていいだろうか。(第2表〉

合計

64/65号

66 455 2，243 I 2，625 

67 272 I 1，6∞| 山花 I2，267 
計。 I1，240 I 5，430 [ω74[ 

注:※外国文献については図書は収録されていない。図書あるいは図書と論文が含まれて
いるときは点，論文のみについては編とした。以下向じ。

いま試みに国立国会図書館の「雑誌記事索引J(雑索〉の人文・社会編， 1972/1-

12月の12冊についての経済関係文献をまとめてみた。(第3表)

また欧文関係については InternationalBibliography of Economics (lBE). 

London and Chicago， Vol. 20 (1971)， 1973年刊の収録文献数を掲げてみる。(第

4衰〕

第2"，4表にて表わした計数を比較して，おのおのの索引誌の特質，あるいはそ

の方向について検討してみたい。

まず雑誌記事索引は図書を除外し純論文索引誌であるので，第3表の3. 経済に

盛られた論文7，288編と本季報の日本文献(論文〉の5，430編と比較してみると1，858
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同立同会国書館，雑誌記事索引 人文・社会編
19721j 収録論文集 ←経済関係ー

第3表

12 

3.経 済
編

経済~統計・その他 19 583 552 791 664 632 627 464 591 559 550 635 7，288 

4. 産 業

t雪; 業・畜 産 1 71 55 100 95 85 57 88 81 62 73 80 925 

産業，その他 10 227 159 214 229 185 216 175 164 176 182 144 186 2，257 

|合計11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 lS目安|
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区 分

第4表 IBE収録文献数 (Vol.20， 1971) 

図書 (単行本〕

3，150点

b. 
iiHU 文

4，775 編

注:図書，論文ともロシア語文献を含むロ日本語論文も英訳収録されている。

百十

7，9251 

編の開きがある。さらに 4.産業， 6.労働，そして 5.社会のなかに合まれていて

季報の分類項目に所在するものの累計13，315編とでは，季報の実lこ2.5倍弱の収録数

をみるものである。雑索のM程度の収録に限られている 3

これに対して欧米・ソヴェト文献の論文にのみついてみると， IBE 4，775編に対

し，季報は8，706編となり，雑索におけると逆に IBEの1.8倍の文献を収録している

わけである。これはまことに興味あると同時に奇異にさえ感じられるところであるつ

これはわが国の経済文献の専門索引誌として考えなければならない問題ではない

かと思う O ただここで数だけを取り上げて論ずることは早計であろうし，また年度

のずれ，その他の諸条件が不一致であるが，しかし大体のところ核心を綱み得たと

いっていいだろうと思う。

さて利用者にとって索引というものの一つの目安すは，この索引誌にまたは文献

集にないのならば，まずxxxに関するものはないという安心感であろう(網羅性，

実質を伴うこと〕と同時に，かくれた無名の文献を有名人論文あるいは価値ありと

される論文と同列に登載することではないかと思う(包括性〕。僅か 1，2行の印jfJlJ

面積に占めることにおいて平等であるべきで，人為的に要あるいは不要の判断を極

力さけ，機械的に(ということは公平に〕登載すべきではないかと思うのその優劣

は専ら研究者の批判にまつべきものであろう。

しかもその方が編集その他についてもスムーズに運ばれることではなL、かと思うヲ

またここでの採録論文数に相当の開きを生じたのは，雑誌の種類にもよることと

思う。ただ単に受入雑誌(極めて消極的な，他動的に〉とすれば，その受入雑誌の

種類の多少によるところであろう。

それは国立国会図書館という一つの存在のしからしめるところであろうか。もし

そうであるとするならば，経済学文献季報の危機はすぐそこまで迫っていることを

意味しないだろうか。

採録雑誌については第5表に掲げたが，雑索のものは人文・社会編の共通のもの

で，政治，法律，教育，哲学，文学，語学，芸術等のもので，比較になるものでは

ないが，参考に掲げてみた3 この雑誌についての，季報と雑索との重なり，採録外

のもの等に関しての調査については他日に期したい3
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第5表採録雑誌数

実際の採録雑誌数①

断 5 1 66 1 67 

PI1 274 lij 

参考:国立国会図書館，
全日本出版物総目録昭
和47年版関係雑誌数③

913 種

注:①各号聞の同一種の雑誌は計算していないので， 315， 274， 246種はプラスしても
重複しているので実数はでない。
② この数は文学，語学等を含んでいるので，参考のためのものである。
③ 向目録の誌名一覧(分類別)により次のものを集計した(欧文誌は除いた)。経
済，財政552，統計18，労働101，産業一般35，商業207を集計'913種となった。農業，
工業は技術的なものが多いので，また総合誌，社会等も選択困難であるので除いた。

3. 分類について:いまさらいうまでもな<，分類ということは，類似のものを

集める(グルーピング)ことであると同時に，その集まり具合によって分割(デパ

イデング〉することでもあると思う。

この分割の限界というものがどの位の文献数が妥当かについては，明白なデータ

は寡聞にして知らない。また年，月刊等の発行回数，収録論文の出現量，収録範囲

等の物理的なものそれに編集上の諸問題があるが，いま一応これらをお〈として，

単に利用者のみについてみても，これまた利用目的が多岐にわたり 1分類項目下

に収められる最も効率的な文献数は幾つということは簡易に断定することは至難で

あろう。

しかしある分類項目下に集められた文献数が多く〈上述のとおりこれが問題であ

るが〉なった実績と，今後の傾向を検討のうえ，この分類を何らかの方法で分割・

細分化することは必然のことであろう。時代の推移とともに文献は増大しつつある

が，これもまた平均して増大するわけではなしある領域のものが極端に偏増大す

ることもあり得る。

これらに対処するのは分類表の修・訂正であり表化されたもの，固定化されたも

のに実用という活力を与えることであると思う。

1) 分類の改訂:本季報の分類表も 9，21， 44/45号において手直しを施してい

る丸いまこの改訂の後をたどってみると，第1号当初，編集方針の基底にあった

ものは，神戸高商，神戸商大の経済・法律文献目録(昭和2，6年〕の収録範囲に

ならったのではなかろうかと思うのは私だけの偏見であろうか。本季報創刊時には

既に法務図書館:法律関係雑誌記事索引が第3号 (1956年刊〉まで刊行され，少な

くとも第2号 (1954年刊〕までは一般に流布されていたと思う。その関係の政治，

法律の 2綱が9号において政治，法律と合併1分類綱になり， 43号まで続き，よう

やく次号から採録を中止している。このときは前記法務図書館のほかに全〈同領域
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の最高裁判所図書館:邦文法律雑誌記事索引の第10号 (1966)，1967年発行が刊行

され利用されていた。

改訂の後を通覧してみると 9号 (1958)における第1回の改訂は 1総記の 4項

目を初めとして 9項目をl曽設している (0ー 18までを綱， 次の細分(・ 1"')を項

日(項)と略称する〕。

次の改訂の21号 (1961)では18綱のものが 1綱噌加と同時に 3合併の縮小(文

献採録を中止，その一部に止め，あるいは文献の出現数の減少のため〉によって3

綱の減，差ヲ12綱減で全体が16綱となり，項目においては， 33項目の増加の反面29

項目の滅となって，差引4の増となった。

44/45号における大改訂は， 総記を Oとして新設， その 1を社会科学・社会思想

として新設，従来の10経営・企業を分離し 1綱を設け，さらに14人口を新設した。

これに対し 9商業(項目は分散)， 15政治・法律をそれぞれ削除した。

。"，16までの綱が確立し，以後分類表上は少しの変更もなく現在に至っている。
季報のこの分類の経過を IBEと比較してみると，第6衰のとおりであるが，季報

第6表季報， 1 BEとの分類綱・項数の経過

区
分 「問3の岡札dd川1)パ|品弘恰』宏剖IH引U山 1口m吋1口1

季報1号
(1956) 

季報76号
(1972) 

1-18 1 5 
(18) 

0-16 1 1 
(17) 

IBE. 1952 1か 9
(1955) Vol.1l (10) 
IBE. l!m I A-O 
(1973)Vo1.201 (15) 

61 

95 10 

62 1 171 1 250 

651 148 1 259 

149 

163 

1061 163.1 

101 6421 100 

58 1 6931 107.9 

注:項数の・1，・2(農業]は季報の綱の次の項の1桁目を表わし，・2(農業]と表示され
(工業も ζの形式をとっている)ているものを2桁目として計算した。またIBEのもの
をH.1，H・11...は総ての綱の1桁目， 2桁目…を意味しHそのものとは関係がない。
以下同じ。

における当初の採録範囲は広<，分類は粗に，そして文献増大に伴って，範囲を順

次縮小し， したがもて項目については1.5倍に密度を加えたと思われる。 IBEはそ

の範囲を当初より限定し， 分類を細分化した関係でか， その項目の増加は僅かに

7.9%に過ぎないことがわかる。 もちろん季報は日本・欧米・ソヴェト文献を共通

に収めることに無理が生じていることもあると思う。

このおのおのの分類の項目が満度に使用され(文献が収められ〉ているかどうか
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について1苅査してみたのが第7表である。

第7表 1 季報分類綱・項目数の内，使用と~I~使用比較

日文文献

欧米文献

ソヴェト文献

第7表2 1 BE分類綱・項目数の内，使用と非使用比較

項の内訳
区分

H・11H・111H.l11 IH・ll111H・112

分類表に設綱け項ら
項

れている ・
651 1481 2591 1631 58 

文献の収い項められ
ていな

391 631 531 251 4 

差引使用項 261 851 2061 1381 54 

言十 総対率す計にる

予長

693 100 

184 26.5 

509 73.5 

注:項の内訳のH.l，H.ll...は総ての綱の第1桁，第2桁，…を意味しHとは関係なし。

これについてみるとあまり分類を細かく展開し過ぎることは文献のない項(空

番〉が続出することと，文献の分類に時間のかかる，そして専門の知織を要する函

が多くなることで一層困難の生ずることとなろう。

この文献のない項(使用していなしう， 空番が総記であることが一目で明白であ

る。この数が第8表のとおりであるが，第7表 1の〔非〕と比較してみると日本，

欧米文献については接近していることがわかる。

この総記を除いて考えると文献の配当が合理的に行われているように見受けられ

る。

ソヴェト文献については，文献数が少ないのでノミラツキが目立つことはもちろん

である。

2) 分類項下の採録論文数:季報ならびに IBEの平均は1分類項当りそれぞ

れ22.8点.15.6点であり.IBEは1年であるのに引きかえ，季報は1号当りである
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ので，年間，平均の 3ff¥-， 68.4点(日本文

献)， また欧米文献は 75.3編となり， 欧米

とソヴェト文献を合計しても 103.5編とな

り 1号当り34.5編と適当(? )な文献数

となるように見える。(第9表1，2) 

これは後述のように IBEのVol.20では

1年間 1項の最高の論文収容は87点である

ので，あまり差がないのではなL、かと思わ

れる。

3) 多収容項:しかし季報の利用者は目

指す分類項によって，収容文献数の著しい

差のあることに気づくはずである。こうし

た多くの文献の中から小限にまかせ，ブラ

ウジング的に通覧するということもないわ

けではないが，それは索引誌のとるべき方

法ではないと思う。迅速・的確をまず考え

なければならなL、と思う。

そこで，どのように文献が，分類の項に

分布されているかについて調査の結果，第

10表 1，2を得た。季報については項

目に 1の文献より，設;gj198編を，またIBE

については最高87点の収容文献数であるこ

とがわかった。

いま， IBEの最高を一応のポイントとし，

季報はこれの~であるので，第10表 1 の下

関の30"" 40"，の中聞を境界として計算し

てみると日本文献については， 3，413点が，

240項に散在し， 最高39点 (30"，の最高〉

として年間， 117の文献数となり， 日本文

献計の 6，674点の 51.13%となり，また分矧

項数では81.9%を占めている。

したがって右欄の日本文献の53項目にな

んらかの分類的な区分の措置を議じて見や

すくすることができないものかと考えるも
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第9表1 季報の分類1項当りの文献数

注:各号の項数は使用されているもののみにより計算されている。第10表も同様である。

第9表2 1 BEの分類 1項当りの文献数

区 分|全分類項数|文献数|マ(分類1項官〉

l 項 l 点 |点
V01. 20 (1971) I 509 .~ I 7，925 "" I 15.6 "" 

のである。なおこの第10表1，2にて表わした文献100点，編のものを故き出してみ

たのが， 第11表である。 これはこの100点(編〕の前後(号数〉の関係をみたもの

で，概略M点(編〉以下に降っていないことがわかり，また平均と比較にならない

ことも明白である。(第四凄〉

特に日本，欧米文献の農業については，ここ 5年間の文献数はにたような数であ

る。しかし1973年欧米文献については68/69号は131でその他の号は， 79， 75編とな

っているので今後の推移をみなければわからないことである。

4) 今後の改訂:季報の分類の改訂に当っては極めて慎重であるように見受けら

れる。 44/45号 (1967・1ーのは， 8.2農業・林業・漁業および8・4工業の項下に6mm

の行間隔が6および10箇所がある。従来，図書と雑誌の区分として同間隔で区分さ

れていたが(これはbしろ，図書， 雑誌論文と明記していただきたい)， この行間

隔はやがて47号の8.2に，項の細分として【一般)， (農業)， (林業)， (漁業)， 8.41こ

E一般)， c繊古白，仁機械)， (鉄鋼・非鉄金属】，【化学工業)， (その他の工業〕の予
備区分であることは44/45号， 39頁の“分類について"に“H ・H ・の順に区分し配当

した。"とある。これは現在まで引続いて用いられている。

利用者はここまで気を配って見るだろうか，従来の経過からみての適当な措置で

あれば，すぐ明示じてしかるべきではないかと思う。ともかくこうした索引の分類

はある時機をもって改訂することは止むを得ないものと思う。 1号が1年のys(4 
ヶ月〕の問のもので， 100アイテム以上の文献の中より探索するということは極め

て困難なことであり，これが3年 5年と遡及探索は不可能といっていいだろうと

- 10ー
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第10表 1 季報の分類項目に採録の文献数の分布 (64/65-67号)

文献数別 11"，  110'" 120'" 1恥 140"，  1 50"，  1ω"'17恥 |ω"'190""'11叫i自1321刈間判計
日本文献項目数 20 

37:[ =119~11 :~I_~ 14~[ 1 /1 文献数計 7841 1，127 875 6，674点

欧米文献項目数 103 41 45 13 8 13 7 2 5 1 1 11 - 1 1 277項

11 文献数計 411 591 1，066 570 432 842 522 164 476 109 116 132 157 198 6，966鍋

ソヴェト文献項目数 129 30 17 2 2 1 11 - 一一 186項。 文献数計 466 376 418 13 92 116 65 74 一一 1，740編

欧米
ソゲェト文献項目数計 232 71 62 39 15 10 14 8 2 5 1 1 11 - 1 1 463項

/1 文献数小計 877 967 1，484 1，313 662 548 907 596 164 476 109 116 132 157 198 8，706縞

目数合計 (;2114 31 71 1 211113 
1614;|34; 

1 14~1_31~[~μ:: 文献数合計 1，40211，9441 2，2681 2，4401 1，5371 1，41411，2291 968 132 

l 点 項 i 点項
!←日本文献 3，413(240)→!←一一一一 日本文献 3，261(53) 一一一一→i

編 l 編 i
i←欧米文献 3，248(224)→汗一一一一 欧米文献 3，718(53) 一一一一→i
i←げエト文献 1，393(180)→ト一一 げエト文献 346( 6) 一一一i

注:1~は 1 項目中に文献 1~9点まで収められたものが103項あり， ζ の文献数が通計して525点であることを意味する.第10表 2
も同じ。



区分 11'"1 10"，  1 20"，  1 30"，  1 40"，  150"，陥0"，170"，180"，1 E十

449項

7，925点 {論図書文4&715705点編

.... ーーーー一ー 6，65点6(429項) 一一→← 1，26点9(20項〉

-唾ーーーーーーー 7，141( 438) 一一→;← 784(11)→:

第11表 季報 (64/65-67，1972)中の 1項文献10伐点以上のもの

分 類 | 文献種類 64/65 66 67 号

本 43 91 24点

米 73 109 82編

融巨 106 I 93 1 66 
6.3 国 際 金

44 I 60 I 78 

日 本| 158 1 143 1 116 
8.2 農・林・漁【農業〉

欧 米| 132 I 198 1 157 

計巨l
112 1 721 79 

11.3財 務 会
31 1 57 1 31 

日 本 l 32 1 15 1 22 
16.1統 言十

欧 米 116 I 66 1 78 

注:100点以下のものは参考のために掲げた。

思う。

例を農業についてみると，現在の分類数字の配当上，現在のままでなければなら

ないとすれば〔農業〕の項のもと更に小見出し，たとえば日本農学文献記事索引の

件名索引の【 1)の部分の，農家，農業，農業開発，農業機械，農業経営，農業経

済，農業構造，農業事情，農業者，農業土木，農作業，農業政策，農村.農地，農

薬，その他の小標目を設け，検索の範囲を限定することができないものだろうか，

考慮を要するものと思う。(以下次号〉
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11本文献 ←一一一一ー

文献多収容項 1項当り

文献数| 項 名 平均

点
8.2農・休・拘

点

158 
【農業〕

27.1 

112 11.3財務会計 33.5 

7212.2経済理論一般 33.0 

53110.1経経営営管 学
53110.2 理

25.8 

106 6.3国際金融 52.5 

731 5.3地域経済 28.2 

55112.2金融.銀行 26.8 

※ 32 16.1統計一般 12.3 

第12表文献多 j収容項

(64/65IJ.) 

右項献綱数の文・右綱の 左綱の
左綱・

ノ/J、 類 綱 項の文
項数 項数献数

点 項 項 編

407 15 8. JIn 業 15 245 

268 811 11. ノz、》 8 107 

264 811 2. 経済理論 7 289 

233 911 10. 経営学 9 269 

210 411 6. 国際経済 3 175 

141 511 5. 経済地理 5 131 

134 511 12. イFU主 . 金 4 142 

38 311 16. 統 1 116 

注:こ ζには収容50編以上のものを掲げた。※印は参考のためのものである。

一一一一一→ 欧米文献

1項当 文献多収容項

り平均
項 名

編
8.2農・林・漁 編

16.3 E農業〕 132 

13.4 11. 3財務会計 31※ 

41.2 {22.23経生，済理師論，一般fl町
67 
73 

29.9 62 
10.2経理 64 
6. 1外国 済易 66 

58.3 6.2 65 
6.3国融 44※ 

26.2 5.3地域経済 61 

35.3 12.2金融.銀行 92 

116.0 16. 1統計一般 116 



第四表季報5ヶ年の〔農業】採録文献数

1969 1970 1971 1972 1973 1 号
平文1献年均数区 分 52(/353号〉55 56/( 57-59 60/( 6143 64/65-67 68/( 69ー71 言十 文平献均数

8.2 農・〔林農業・漁〕業

日本文献 459 413 422 426 628 2，348 156.5 469.6点

欧米文献 526 509 401 487 285 2，207 147.1 441.4編

文 献

D 竹林庄太郎:経済資料協議会編 i経済学文献季報J;同志社商学 8 (3)， 
302-306 (10， 1956) 

a 生島芳郎:索引誌の作成と利用;学術月報 24(2)，97-101 (5， 1971) 
3 細川元雄:索引法分析の一試論(1)一「経済学文献季報」の編集作業分析ー;
経済資料研究開， 13-27 (5， 1974) 
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